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1．はじめに（研究の目的）

　2045 年，AI などの技術が，自ら人間より賢い
知能を生み出すことが可能になる，いわゆるシン
ギュラリティ（技術的特異点）が起こると言わ
れ 1），それに伴ってさまざまな影響（特に雇用の
変化など）が懸念されている。また，VUCA 時
代の到来により，さらに不確実性が増す世の中に
なることが予想されている 2）。
　少子高齢化が進むことで，生産年齢人口は，減
少の一途を辿り，AI はビックデータによって汎
用型の知能へイノベーションされ，数多くの仕
事が，AI に代替されていくことも指摘されてお
り 3），我々の生活は，予想もし得ない大きな変化
を迎えるであろう。
　このような予測がなされる不確かな未来におい
て，よりよい社会の形成を担っていく子供たち
は，世界規模の競争や，技術革新の波に晒されて
いくことになろう。また，国際社会においては，

グローバリゼーションにより様々な価値観を持つ
人々とのコミュニケーションが求められるように
なる。
　翻って，現在の学校教育現場では，若年教師の
増加に伴いこれまで培われてきた幅広い意味での
教育技術の継承が困難になったり，働き方改革と
は逆行した業務内容の多忙化したりする状況も見
受けられる。また，保護者の価値観の変化は，消
費者意識として教育現場への過度の期待と要求を
もたらしており，教師の身体的精神的な疲弊が増
す傾向にある。加えて，上記のような子供を取り
巻く状況の変化には，教師自身も否応なく対応が
迫られるものである 4）。
　このような社会的背景の中で，子供たちも，そ
して教師も，未来社会に向かって急速に変化して
いく社会情勢に対応しつつ，よりよい社会の形成
を担う資質・能力を向上させていかなければなら
ないことは言うまでもない。
　今次学習指導要領の改訂の背景は，これまで述
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　研究の目的は，子供の文脈を重視した「真正の学び」の内実について，実践分析を通してその具体を明ら
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り，いわば社会の文脈と子供の文脈を結節させていくこと，子供自身が学習の進み具合を確認し，自ら学習
の方向性を決めていくこと，などが明らかになった。
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べてきた通りであり，改訂の要諦については様々
な書籍等でその解説もなされている。それらの内
容は，以下の３点に集約されよう 5）。
①社会に開かれた教育課程に言及したこと
②教育内容に加えて教育方法にまで言及したこと
③�学習内容の習得から資質・能力育成への転換に

言及したこと
　①に関しては，教育内容（コンテンツ）の規定
に関するものであり，これまでの教育内容が「学
校に閉じられていた」ということである。教室の
中でしか通用しない教育内容では，これからの社
会を切り拓いてはいけないというメッセージが込
められている。つまり，子供自身が，学びの意義

（レリバンス）  6）が感じられるような学習内容や，
学びの手応えがある学習過程，社会への挑戦感が
ある学習成果をもたらす教育内容の創造が求めら
れているのである。
　②に関しては，教育方法としての主体的・対話
的で深い学び」いわゆるアクティブ・ラーニング
が示された。③とも関わるが，この「方法」を通
して，ねらいとする資質・能力（コンピテンシー）
に迫ることが必要であり，測定可能な定量的な力
から，先々に働く汎用的な力の育成に舵を切った
ものである。
　③に関しては，従前の学習指導要領が，学習内
容の習得を重視してきたことに対し，各教科の本
質に関わる見方・考え方を働かせて，汎用的な資
質・能力を求めるようになったことである。これ
まで，教育内容の定着や概念の習得に関して重要
視されてきた訳であるが，「剥がれ落ちる学力」  7）

として以前からも指摘されている。これからの社
会を生き抜く子供達には，各教科の形式的な学力
の定着というよりは汎用的に活用される資質・能
力の育成が重要であり，換言すれば，教育実践に
おける学力の「質」，いわば「学びの真正性」が
問われているのである。
　本研究の問題意識は，従前の実践は子供の学習
関心や意欲を重視したものと謳っていたが本当に
そうであったのか，子供の（学びの）文脈が単元
展開に生かされていたのか，教師が措定した学習
内容が優先されてはいなかったか，学習が教師の
都合によって進められていたのではないか，にあ
る。
　そこで，本研究は，子供の文脈を重視した「真
正の学びの内実」について，実践分析を通してそ
の具体を明らかにすることを目的とする。

2．子供の文脈と学習デザイン

（1）　子供の文脈
　そもそも「子供の文脈」は，学びの成立に欠か
せないものとして，これまで重視されてきた。特
に有名なものとして，デューイの経験主義教育観
に基づく戦後初期社会科の学習方法論の「問題解
決学習」  8）がある。問題解決学習は，子供が当面
している問題の解決へのプロセスを通して，経験
や知識を再構成し，発展させて子供の自主的，創
造的，批判的な思考能力を高めようとする学習方
法である。問題解決学習のキーワードは「切実
性」であり，子供自身の問題解決に向かう姿勢や
思い，こだわりを重視している。このように「子
供自身が，夢中になって問題となる事象に取り組
むことが，これから求められる「自主的，創造
的，批判的な思考能力」に繋がるというわけであ
る 9）。
　しかし，周知の通り 1960 年代の教育の現代化・
系統主義教育観の台頭によって，「問題解決学
習」は，「問題解決型学習」や「問題解決的な学
習」など，若干の表情を変えながら細々と生き残
りつつも，実質的には子供の文脈を基盤にしたも
のではなくなっていく。高度経済成長をひた走る
日本の「文脈」は，まさに系統的学問的知識の習
得（形式陶冶）こそが高度な「処理能力」に直結
し，それそのものの能力向上が求められていたこ
とは周知のことであろう。ただ，2010 年代に入
り，このような高度な処理能力は，AI にとって
代わられる時代として認識されつつある。逆に，
子供の問題解決に向かう切実性は，現代的な意味
をもつものとしてその重要性が再認識されるよう
になってきた。なぜなら，AI が，持てない力の
一つに「問題意識」や「モチベーション」がある
からである。このことは，現在注目されている目
的設定，人間関係形成，耐性に関わる「非認知能
力（非認知スキル）」  10）とも大きく関連している。
したがって，上述してきた「問題解決学習」の理
念は，AI の進化に対応しつつ，人間の存在原理
を踏まえた今日的に重要な意味をもつ教育方法な
のである。
　では，学習における「子供の文脈」とは何であ
ろうか。それは端的に言うと，「子供の知的好奇
心や欲求，こだわりを基盤とした学びの道筋」で
ある。それは，単に未来社会の現象に適応してい
くことに留まらず，自らが未来社会を創り出す主
体としての源泉である 11）。従来の系統主義的な学
問基盤に依拠する教育内容が「先にありき」の教
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育課程では，よりよい未来社会を創り出すための
資質・能力は育ちようがなく，子供の文脈は「後
回し」にされる。このことは，これまでの日本の
大半の授業研究が，教師の教え方への言及が大半
を占めてきたことと無関係とは言えないであろ
う。よって，学習指導要領の今次改訂の目玉が，
ティーチィングからラーニングへの基調転換であ
ることを踏まえると，子供の文脈が，学習内容を
どのように構成したか，いわば「学習デザイン」
の考え方が重視されるのは当然のことである。
　人間の認知は，有意味・有文脈のときほど，力
を発揮すること認知心理学の知見で明らかになっ
ており 12），知識は使うときに発揮されるとするな
らば，資質・能力の育成のためには，その知識を

「使う場面」を設定することが望ましいはずであ
る。そのため，問題解決学習（Problem Solving） 
やプロジェクト型学習（Project Based Learning
＝ PBL）などが再評価されており，プロブレム

（目標達成）型からプロジェクト（思考探究）型
を参考にしたカリキュラムの改善を図る必要があ
る 13）。
　藤井（2012）は，「子どもたちの学力は，教師
がしっかりとたたき込み，子どもたちを競わせれ
ば高まるものではない。生活力も，教師がしっか
りと締め付け，子どもたちを相互監視させれば改
善されるものではない。そのような指導法はすで
に明白に破綻している」と述べ「学習活動におけ
る教師の指導・支援は，未来に向けて子どもたち
を社会と結びつけるという方向で実践されなけれ
ばならない。」と指摘する 14）。
　しかしながら，従来議論されてきた学習におい
て，子供の文脈は，いわば自明のものと捉えられ
てきたのではなかろうか。真正の学びの成立の観
点から考えるならば，学習における子供の文脈に
ついて，実践を通してその内実を明らかにする必
要があるであろう。
　ただ，子供の文脈に依存すれば「真正の学び」
が実現するという単純なものではない。子供の文
脈が，これまでの学習論においてどのように捉え
られてきたのか，そのことを明らかにすること
が，子供がこれから求められる資質・能力形成に
資する学習を構想していく上で重要な示唆を得る
と考えらえる。
（2）　学習デザイン
　「学習デザイン」は，学習を促進する認知的・
社会的条件を明らかにし，学習者がより深く，よ
り効率的に学ぶ事ができるようにするための学
習環境を再設計する「学習科学：The Learning 

Sciences」  15）という新しい研究分野に依拠するも
のである。また，このような学習デザインに基づ
く新しい授業研究は，課題のデザインと学びのリ
フレクションの研究（design and reflection），い
わゆる，学びの質を高める授業研究として，現在
注目を集めている。さらに，教師教育の分野で
も，専門家としての成長を促進する研究＝ケース
メソッド（臨床研究），実践的知識と見識の開発，
理論と実践の統合，職人性の伝承）として，研究
が深められている。
　「学習デザイン」は，従前の教師主体の学習内
容の意図的計画的配列である単元計画とは違い，
学習内容の大体を示しつつ学習者の関心事や傾向
性などを埋め込んでいくものである。このことに
ついて，佐藤（2016）は「『デザイン』という行
為は，子どもが積み木で建物を建てるときのよう
に，手探りでアイディアを具体的なかたちに表現
すること」と述べており 16），授業前に決定され
る「プラン」と，授業過程においても継続的に再
構成される「デザイン」との違いを明確にしてい
る。つまり，教えるべき学習内容が先にあって
も，子供との対話の中で学習内容を生成発展さ
せていくことが意図されるのである。また，高
垣（2013）も「教室における教授・学習は，教師
から学習者への『一方的な情報の伝達』が機械的
に行なわれるものではなく，仲間との相互作用的
ははたらきかけや，まわりの社会・文化的なシス
テムといった外的諸変数の影響を受けながら学習
者自身の『内的論理が変容』していくものととら
え，学習者を取り巻くすべてのコンテクストに目
を向けていくことが重要となる」  17）と述べている
ように，子供の文脈を単元展開に取り込みなが
ら，学習内容の概念の習得とともに，構成主義的
に子供なりの認識を促してことが重要である。

3．真正の学びとパフォーマンス課題

（1）　真正の学び
　「真正の学び（Authentic learning）」は，1980
年代後半にアメリカの認知科学や状況的学習論

（situated learning）をその源泉としている。そ
れに伴って，学習者のパフォーマンス（実力）を
試す評価課題を設計し，それに対する活動のプロ
セスや成果物を評価する「真正の評価（authentic 
assessment）」という概念が出現している 18）。こ
のような断片的網羅的知識の注入型に対抗する

「真正な学び」や標準テストへの対抗としての
「真正な評価」が明示する学力観や評価観の台頭
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は，先に述べた今次学習指導要領改訂の大きな背
景となっている事は言うまでもない。
　この真正の学びの概念を打ち出したのはアメ
リカの教育学者フレッド・M・ニューマンであ
る 19）。ニューマンは，その著書「真正の学び / 学
力」（2017）の中で，アメリカにおける子供の学
習意欲の低下に関して「特に何百ものバラバラの
知識のかけらに表面的に触れさせていくことを強
調したカリキュラムによるところが大きい」と指
摘し，これからの全ての子供が「個々の事実や技
能の伝達を超えて，子どもたちにとっても教室の
外社会にとっても役立つような，より深い理解や
複雑な問題解決にまでねらいを広げていく教育」
を受けるべきと主張する。
　また，ニューマンは，真正の学びを質の高い
知的な学びとして「知識の構築（construction 
of knowlege）」「 鍛 錬 さ れ た 探 究（disciplined 
inquiry）」「学びの学校の外での価値（value of 
learning beyond school）」の 3 つの主な基準とし
て設定している。概略すれば「知識の構築」は，
既存の知識を土台としその子なりの意味づけをす
ること「鍛錬された探究」は，既存の知識の活用
と深い理解，そして自己表現のプロセス，「学び
の学校の外での価値」は，社会生活との関わりの
中で意味をもつ学び，ということになる。このこ
とについて，ニューマンの著書を翻訳した渡辺
は，その解説の中で「（前略）子どもたちにとっ
て新しい文脈化された問題を学ぶ中で，自分自身
の言語を生み出すために意味のある知識の統合と
生産を行っていくしかない。つまり子どもたちの
社会生活とつながりのある（つまり学習者にとっ
て学びの意味を感じやすい）学びの中で，意味の
ある言説を生み出す上で必要が生じた知識を学ん
でいく（後略）」と述べている。
（2）　パフォーマンス課題
　「真正の学び」は，「真正の評価（authentic 
assessment）」をから逆算してデザインできると
されている 20）。「真正の評価」は，状況・文脈の
ある課題＝有意味な課題（パフォーマンス課題）
を設定と表裏一体であり，このパフォーマンス課
題にこそ，統合的文化的アプローチによって目
標・方法・内容の全てが埋め込まれており，より
深く学ぶことが期待されるのである。このこと
が，子どもを「受け手」ではなく，「主体」とす
る課題となる。パフォーマンス課題は，個人の課
題はもちろん，他者と共有する課題も含まれる。
つまり，他者と力を合わせないと解決できないよ
うな複雑な問題解決プロセスをたどることで対話

的コミュニケーションなどの聴き合う関係を基盤
とする非認知能力の向上も期待できるのである。
（3）�　社会科を核とした教科等横断的なカリキュ

ラム開発
　学習指導要領の今次改訂の目玉であるカリキュ
ラム・マネジメントの 1 番目に「教科等横断的な
学習内容」がある。これは，教科の枠にとらわれ
ない，いわば教科の「規制緩和」として，子供の
文脈と呼応させることができる。この教科等横断
的な学習内容を構成するにあたって核となるのが
社会科である。社会科は，公民としての資質・能
力（公民的資質）の育成を究極の目標としてい
る。教育基本法第一条をみても分かる通り，そも
そも公民的資質は，政治的概念であり，各教科を
超えた教育全体に関わる資質・能力をとして位置
づけられている。つまり，社会科は，その成立以
来，「資質・能力」育成を，教科目標をした唯一
の教科である。
　個人として自律・自立するとともに，社会にお
いて市民として行動することはそう簡単なことで
はない。従来の社会科教育においては，知識・技
能の習得や概念の獲得と資質育成の乖離があった
ことは言うまでもなく，このような乖離を，現実
的には問題解決的な学習や体験学習，討論やディ
ベートを含む話し合い学習など，多様な学習方法
によって改善を図ろうとするものであった。しか
し，子供にとっての教材は，やはり教師が，既存
の教科カリキュラム上から提示するモノであり，
真の意味において，「子供の文脈」になり得ては
いなかったのではなかろうか。個々の子供に向き
あい，この子なりの差し掛かりやこだわり，ズ
レを見極めた，いわば学びの必然性のある「材」
は，どうしても教科等横断的な内容にならざる得
をないのである。真正の学びとは，教科の文脈を
踏まえつつ，子供の意匠と目の前の事象，もしく
は子ども目には映りづらい事象とが「地続き」で
あることを可視化していくプロセスであると考え
られる。

4．学習のための評価論

　現在の絶対評価は，教育目標として画一的な知
識・技能の獲得が設定され，その定着こそが学校
教育の使命であると捉えられている。全ての子ど
もが身につけるべき知識・技能は，いずれその子
の人生に役立つという幻想にとらわれていないだ
ろうか。基礎基本の徹底や教科の本質という鎧に
守られた教科主義において，子どもの豊かな認識
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が阻害されてきたことは，現在の国際的な学力調
査でも明らかになっている。つまり，評価こそが
学習をコントロールし，それに縛られることにな
るのである。
　近年，このような現状を克服するとされている

「学習のための評価」論が注目を集めている。
　学習のための評価論とは，子供自身が自分の学
びの状態を把握し，これからの学習の道筋を確認
しつつ，学びを進めて行こうとする考え方であ
る。これはブルームの形成的評価の発展的研究に
よって生まれ，教師の見取りとしての評価（実質
的な「評定」）から子供自身の学びが機能してい
くような評価への質的な転換が図られたものであ
る 21）。このことは，学習指導要領の今次改訂に
おいても，「児童による学習活動としての相互評
価や自己評価などを工夫すること」が求められて
いる 22）。したがって，学習のための評価は，評
価を通して，子供の学びの状況の個別最適化をね
らうものとして重要な位置づけとなる。
　従来の評価は，学習到達度を測るため（それに
基づいて授業改善を図る意図もあるが）の教師の
見取りが重視されていた。そのための評価問題
は，深い理解や多様な思考を犠牲にして，かわり
に知識の再生や丸暗記，瞬時の処理に過度の価値
を置き，ほとんどの問題には，唯一の正しい答え
があるという誤った印象を強めていた。そのよう
な問題は，学習者にとって学ぶに値する内容では
なく，テストされやすい内容として位置づけられ
ている 23）。つまり，学習者の内面に答えや解決法
を構築させていくのではなく，正解を導き出す解
法を所与のものとしてただ受容させるだけになっ
ていると言える。
　このような評価観は，授業形態にも大きな影響
を与えてきた。多様な学習活動が担保された「個
人（自力解決）」→「グループ（協働）」→「全
体」→「まとめ」の授業展開の改善も多くの実践
によって提案されてきた。確かに，このような授
業展開は，教師の一方向で「押しつける」授業よ
りも子供の理解を促すものであろう。しかしなが
ら，これでは，教師が評価する理解は促せても，
子供の自身の解決力や創造性の向上は期待できな
い。また，「まとめ」は，その授業の情意面や理
解面の自己評価に留まり，子供の次なる学習に向
けての評価にはなり得ていない。
　「学習のための評価」では，例えば授業展開に
おいては，「グループ（協働）」→「全体」→「個
人」で，自分の理解を促しつつ，納得解が得られ
るように，次なるグループ学習に向けてループを

描く学習となる。このように，自分で自分の学び
を噛みしめてみることで，自分の学習の確からし
さを自分で知ることになる。そして，「学び手と
しての意識」を育てるために「まとめ」を位置づ
ける。つまり， 授業の単ある情意面「感想」では
なく，この時間に何が分かって，何が新らしい課
題になったのか，次の時間には何をすべきなのか
などの「自己の学び」を捉え直す時間として設定
することが重要なのである。いつも授業の最後が

「まとめ」とは限らず，個々の表現・パフォーマ
ンスが「まとめ」の代わりになるのである。

5．研究の対象と方法

対象：Ｓ市Ｔ小学校　第 4 学年 35 名（男子 17
名，女子 18 名）における社会科の実践である。
実践時期は，令和元年 12 月～令和 2 年 2 月であ
る。なお，本実践は，文部科学省研究開発指定延
長 1 年次  24）におけるカリキュラム開発内で行っ
た。　
実践者：井手司教諭
分析方法：授業記録（発言記録）及びワークシー
トの記述に基づき，子供の学びついて質的に検討
を行う。

6．実践の考察

（1）　実践の概要
ア　Ｔ小学校「社会科」の概要
　Ｔ小学校の教育課程は，文部科学省の研究開発
指定を受けおり，現在７教科に再編している。こ
の教育課程における社会科の役割は，以下の通り
である。
　子供と生活や社会を基に各教科を関連させる役割
を担う教科である。本教科は，日常や社会の生活に
おける問題を見いだし，解決に向けて参画する活動
を通して，日本を土台に世界に貢献する主体として
の自覚や責任を培うことを目指す。特に日常や社会
の生活における自己の役割や義務に気付き，日本に
住む人間としての深い知見や良識をもって行動する
協働性の育成を重視する。

イ　Ｔ小学校社会科の目標と内容構成
　Ｔ小学校の研究目標は，「未来社会を生きる
子供に必要な資質・能力の育成」であり，こ
の資質・能力を「創造性（Creation）」「協働性

（Collaboration）」「省察性（Contemplation）」と
して規定している。社会科においても，その３つ
の資質・能力で目標を示している。
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　社会科の目標は以下の通りである。

　社会や日常の生活の中から見出した問題を，持続
可能な生活をつくるために解決する過程の中で，社
会的な見方・考え方を養い，資質・能力を「創造性」

「協働性」「省察性」に基づいて育成することを目指
す。

（1）�　生活や社会における問題を見出し，目標や課
題を設定し多面的・多角的に探究する中で，解
決に向けて参画するための自己の考えを明確に
することができる。（創造性）

（2）�　家族や地域，社会の一員であることを自覚し
ながら，自身の生活を変容させたり，対象に対
して働きかけたりしようとする。（協働性）

（3）�　日常や社会の生活における自己の役割や義務
に気付き，自身の価値観の変容を実感し，自身
の生き方に生かして行動しようとする。（省察
性）

　また，Ｔ小学校社会科は，図 1 のように協働性
の育成を目指す教科として「持続可能な社会をつ
くりだす主体」の育成を目指すことから，ESD

（持続可能な開発のための教育）  25）で取り扱う分
野を参考に，内容区分を設定している。

6 
 

子供と生活や社会を基に各教科を関連させる役割を担う教

科である。本教科は，日常や社会の生活における問題を見い

だし，解決に向けて参画する活動を通して，日本を土台に世

界に貢献する主体としての自覚や責任を培うことを目指す。

特に日常や社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

日本に住む人間としての深い知見や良識をもって行動する協

働性の育成を重視する。 

イ Ｔ小学校社会科の目標と内容構成 

 Ｔ小学校の研究目標は、「未来社会を生きる

子供に必要な資質・能力の育成」であり，この

資質・能力を「創造性（Creation）」「協働性

（Collaboration）」「省察性（Contemplation）」
として規定している。社会科においても，その

３つの資質・能力で目標を示している。 

 社会科の目標は以下の通りである。 

 社会や日常の生活の中から見出した問題を，持続可

能な生活をつくるために解決する過程の中で，社会的

な見方・考え方を養い，資質・能力を「創造性」「協

働性」「省察性」に基づいて育成することを目指す。 

(1) 生活や社会における問題を見出し，目標や課題を

設定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向け

て参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。（創造性） 

(2) 家族や地域，社会の一員であることを自覚しなが

ら，自身の生活を変容させたり，対象に対して働き

かけたりしようとする。（協働性） 

(3) 日常や社会の生活における自己の役割や義務に気

付き，自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方

に生かして行動しようとする。（省察性） 

 また，Ｔ小学校社会科は，図１のように協働

性の育成を目指す教科として「持続可能な社会

をつくりだす主体」の育成を目指すことから，

ESD（持続可能な開発のための教育）25）で取り

扱う分野を参考に，内容区分を設定している。 

 

図１ Ｔ小学校社会科の内容構成 

表１は，上記内容に基づいて，各学年におけ

る内容の構成を設定したものである。 

表１ 各学年の内容構成 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

Ａ 

自然 

○自然の中での遊び 

○自然を生かした公園 

○市や県の様子 

○日本の気候 

○国土と領土問題 

○日本や世界の環境問題 

Ｂ 

経済 

○お金の支払い方 

○自分に使われるお金 

○値段の決め方 

○産業の仕組み 

○金融や投資 

○お金の価値 

○ソーシャルビジネス 
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政治 

○家や学校の周り 

○家での仕事 

○地域を支える仕事 

○公共機関の使い方 

○地域のルール 

○市や県，国の仕事 

○生活を支える仕事 

○ユニバーサルデザイン 

○憲法と法 ○人権 

○日本の歴史 
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文化 

 ○文化遺産 

○地域，日本の文化 

○世界の国々の様子 

○日本の歴史 
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　表 1 は，上記内容に基づいて，各学年における
内容の構成を設定したものである。
ウ　学習デザイン
　本単元は，単元名「実現したいな！ぼく・わた
しのアイディア」とし「自分たちのアイディアを
実現するために，資金を集めるにはどうすればよ
いか」という問いを基に構成を設計し，社会の一
員としての自覚をもつことをねらいとしている。
また，投資の仕組みとして自分のしたいことへの
共感や信頼によって資金を得て，物事が生み出さ
れていることに気付き，その中で生活する一人と
しての自覚をもつことも射程としている。
　そのために本単元では，自分たちでプロジェク
トを立ち上げ，その実現のために，クラウドファ

ンディングを活用して資金を集めることまでを想
定した。クラウドファンディングは，インター
ネットを通して自分の活動や夢を発信すること
で，その想いに共感した人や活動を応援したい人
から資金を募る仕組みである。このシステムがも
つ「投資や融資の前提には信頼や共感があり，そ
の資金を受けることによって実行する責任が発生
する」という特徴は，単に夢物語を描くに留まら
ず，社会的に支持されながら，その責任を実感さ
せていく上で，有効な教育的要素になり得る。ま
た，支援の目標金額を設定する際に，いくつかの
条件の中から計算する必要があり，必然的に数学
科（現行教科では算数科）との教科を横断した追
究が起こることも期待することができる。つま
り，社会科の「投資の仕組み」と第４学年数学科
内容Ａ数・量「場合の違いによる計算の素地」と
いう学習内容が有機的に結びつくことを学習デザ
インに組み込むようにする。
エ　本単元の目標
○�　クラウドファンディングで支援を得るため

に，多角的（自分たち，支援者，世の中の人）
に事業を考えることができる。（創造性）

◎�　信頼や共感が基盤にあって資金を得ることが
でき，様々な物事が生み出されていることに気
付き，その中で生活する一人として自覚するこ
とができる。（協働性）

○�　経済の循環の中で生活していることを実感
し，これからの自分自身の消費生活について見
つめることができる。（省察性）

表 1　各学年の内容構成
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
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○自然の中での遊び
○自然を生かした公園
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○憲法と法　○人権
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○日本の歴史
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オ　本単元の展開の概要

　導入段階においては，まず，資料 1 のように以
下の資料を提示した。すると子供たちは，「何か
できることはないか。」「Ｔ市のよいところを伝え
ることはできないか。」「パンフレットや紹介マッ
プをつくって配ることができないか。」と相談を
始めた。

資料 1　導入時に提示した資料
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オ 本単元の展開の概要 

 
導入段階においては，まず，資料１のように

以下の資料を提示した。すると子供たちは，「何

かできることはないか。」「Ｔ市のよいところ

を伝えることはできないか。」「パンフレット

や紹介マップをつくって配ることができない

か。」と相談を始めた。 

資料１ 導入時に提示した資料 

その後，３年生時に，社会科の学習「つくろ

う！子供Ｔ市検定」でＴ市のよさを見つけ，そ

れを検定問題として作成してきた子供たちから，

「これまで調べてきた内容を使って本校に来校

された方にＴ市のよさが伝わるマップを作製し

たい」という発言があった。この発言を基に，

どのようなマップにするとよいか話し合い，資

料２に示すような学習のゴール像を共有した。 

 
資料２ ゴール像の共有 

ただ，Ｔ市のよさが伝わるマップを作製する

際の「印刷」の問題が持ち上がった。初めはモ

ノクロ印刷するという意見もあったが、議論が

進む中で「厚みのある紙にカラー印刷されたし

っかりとしたいものをつくりたい。」という意

見が増えた。そこで，課題となったのが、その

カラー印刷を可能にするお金，資金をどうする

かであった。 

この機会を捉え，教師が，オンラインでのチ

ラシ印刷を依頼した場合の見積もりを取り，そ

の金額を提示するとともに，さりげなくクラウ

ドファンディングのことを紹介した。この教師

の発言に対して，子供たちは「クラウドファン

ディングをして，資金を集めたい」という反応

があり，マップのカラー印刷、マップの配布ま

での実現に至る道筋を設定した。（資料３） 

１ 自分たちが実現したいことについて，チーム
に分かれて話し合う。 ③

〇 自分の関心のあることについて調べ，それ
を実現するための方法について考え，実現の
ためにどれぐらいの資金が必要か捉えること

２ 自分たちのプロジェクト実現のためにどのよ
うなことが必要か調べ，計画をつくる。

(1) プロジェクトを実現するために，何が必要か
調べ，計画をたてる。 ②
〇 実現のための見通しをもち，クラウドファン
ディングに関心をもつこと

１ 必要なものを準備するために，どれぐらい
の資金が必要か計算する。 ①

○ 必要な資金に消費税や手数料なども考え，
割合の考えを使うこと

２ リターンの条件をいくつか考え，その場合の
目標金額の設定を計算し，話し合う。 ②

○ リターンの金額といくつ集めるとよいのか，
条件を変えて，プロジェクトを実現するために
十分な目標金額の設定について考えること

数学の課題 目標金額やリターンの金額を

いくらに設定すればよいだろう。

中心の課題 自分達のプロジェクト成功させるための資金を集めよう。

(2) クラウドファンディンのホームページに載せ
る情報について話し合い，支援を募集する。③

本時3/3
○ 支援する人は，プロジェクトへ共感し，お金
の使い道に信頼することでお金を提供し，そ
の支援を受ける人には，責任が伴うことを捉
えること

３ 集まった資金を基に，自分たちのプロジェク
トを実現させる ④

○ 支援を受けた以上，それを実現させる責任
が生じていることについて実感すること

社会科（12時間） 数学科（３時間）

　その後，3 年生時に，社会科の学習「つくろ
う！子供Ｔ市検定」でＴ市のよさを見つけ，そ
れを検定問題として作成してきた子供たちから，

「これまで調べてきた内容を使って本校に来校さ

れた方にＴ市のよさが伝わるマップを作製した
い」という発言があった。この発言を基に，どの
ようなマップにするとよいか話し合い，資料 2 に
示すような学習のゴール像を共有した。

資料 2　ゴール像の共有
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科）との教科を横断した追究が起こることも期

待することができる。つまり，社会科の「投資

の仕組み」と第４学年数学科内容Ａ数・量「場

合の違いによる計算の素地」という学習内容が

有機的に結びつくことを学習デザインに組み込

むようにする。 

エ 本単元の目標 

○ クラウドファンディングで支援を得るため

に，多角的（自分たち，支援者，世の中の人）

に事業を考えることができる。（創造性） 

◎ 信頼や共感が基盤にあって資金を得ること

ができ，様々な物事が生み出されていること

に気付き，その中で生活する一人として自覚

することができる。（協働性） 

○ 経済の循環の中で生活していることを実感

し，これからの自分自身の消費生活について

見つめることができる。（省察性） 

オ 本単元の展開の概要 

 
導入段階においては，まず，資料１のように

以下の資料を提示した。すると子供たちは，「何

かできることはないか。」「Ｔ市のよいところ

を伝えることはできないか。」「パンフレット

や紹介マップをつくって配ることができない

か。」と相談を始めた。 

資料１ 導入時に提示した資料 

その後，３年生時に，社会科の学習「つくろ

う！子供Ｔ市検定」でＴ市のよさを見つけ，そ

れを検定問題として作成してきた子供たちから，

「これまで調べてきた内容を使って本校に来校

された方にＴ市のよさが伝わるマップを作製し

たい」という発言があった。この発言を基に，

どのようなマップにするとよいか話し合い，資

料２に示すような学習のゴール像を共有した。 

 
資料２ ゴール像の共有 

ただ，Ｔ市のよさが伝わるマップを作製する

際の「印刷」の問題が持ち上がった。初めはモ

ノクロ印刷するという意見もあったが、議論が

進む中で「厚みのある紙にカラー印刷されたし

っかりとしたいものをつくりたい。」という意

見が増えた。そこで，課題となったのが、その

カラー印刷を可能にするお金，資金をどうする

かであった。 

この機会を捉え，教師が，オンラインでのチ

ラシ印刷を依頼した場合の見積もりを取り，そ

の金額を提示するとともに，さりげなくクラウ

ドファンディングのことを紹介した。この教師

の発言に対して，子供たちは「クラウドファン

ディングをして，資金を集めたい」という反応

があり，マップのカラー印刷、マップの配布ま

での実現に至る道筋を設定した。（資料３） 

１ 自分たちが実現したいことについて，チーム
に分かれて話し合う。 ③

〇 自分の関心のあることについて調べ，それ
を実現するための方法について考え，実現の
ためにどれぐらいの資金が必要か捉えること

２ 自分たちのプロジェクト実現のためにどのよ
うなことが必要か調べ，計画をつくる。

(1) プロジェクトを実現するために，何が必要か
調べ，計画をたてる。 ②
〇 実現のための見通しをもち，クラウドファン
ディングに関心をもつこと

１ 必要なものを準備するために，どれぐらい
の資金が必要か計算する。 ①

○ 必要な資金に消費税や手数料なども考え，
割合の考えを使うこと

２ リターンの条件をいくつか考え，その場合の
目標金額の設定を計算し，話し合う。 ②

○ リターンの金額といくつ集めるとよいのか，
条件を変えて，プロジェクトを実現するために
十分な目標金額の設定について考えること

数学の課題 目標金額やリターンの金額を

いくらに設定すればよいだろう。

中心の課題 自分達のプロジェクト成功させるための資金を集めよう。

(2) クラウドファンディンのホームページに載せ
る情報について話し合い，支援を募集する。③

本時3/3
○ 支援する人は，プロジェクトへ共感し，お金
の使い道に信頼することでお金を提供し，そ
の支援を受ける人には，責任が伴うことを捉
えること

３ 集まった資金を基に，自分たちのプロジェク
トを実現させる ④

○ 支援を受けた以上，それを実現させる責任
が生じていることについて実感すること

社会科（12時間） 数学科（３時間）

 

　ただ，Ｔ市のよさが伝わるマップを作製する際
の「印刷」の問題が持ち上がった。初めはモノク
ロ印刷するという意見もあったが，議論が進む中
で「厚みのある紙にカラー印刷されたしっかりと
したいものをつくりたい。」という意見が増えた。
そこで，課題となったのが，そのカラー印刷を可
能にするお金，資金をどうするかであった。
　この機会を捉え，教師が，オンラインでのチラ
シ印刷を依頼した場合の見積もりを取り，その金
額を提示するとともに，さりげなくクラウドファ
ンディングのことを紹介した。この教師の発言に
対して，子供たちは「クラウドファンディングを
して，資金を集めたい」という反応があり，マッ
プのカラー印刷，マップの配布までの実現に至る
道筋を設定した（資料 3）。

資料 3　ゴールまでの道筋を共有した板書
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資料３ ゴールまでの道筋を共有した板書 

展開段階では，この資料３で共有した道筋を

基に，学習を進めていった。まず，GTとしてク

ラウドファンディングのサイトを運営している

方を招聘し，インタビューするようにした。そ

の中で子供たちが疑問をもったのが，集まった

お金から手数料 16%を支払う必要があるという

ことであった。資料４は，そのことを知ったと

きの A児と B児の学びの足跡が以下である。こ

こでの学びは「手数料」（プロジェクト実現の

ための費用・必要経費の存在）と「16％」（一

体いくらなのか）に気づいたことである。 

 
資料４ A児と B児の学びの足跡の記述 

 クラウドファンディングで支援を依頼する設

定金額を決めるために百分率を使う必要が出て

きた子供たちは，数学科の学習で、この問題を

解決することにした。この学習を通して，子供

たちは計算の仕方や割合の素地となる「全体を

100とみる」という考え方を獲得している。（資

料５）。この数学科での学習で得た知識を基に，

支援される金額がいくらであればよいのか決定

した。 

資料５ 数学科のノートの記述 

その後，学級全体で何度も計算して，支援し

てもらう目標金額を設定した。この金額が設定

できたことで，クラウドファンディングのサイ

トにあげる情報も徐々に整理できるようになっ

た。しかし，子供たちは，ここで一端立ち止ま

って，サイトにアップする前に，以前招聘した

GT の方に再度相談したいと言い出している。

（資料６） 

 
資料６ GTの招聘を求める記述 

そこで，子供たちの求めに応じて，再度，GT

を招聘し「支援してもらうために大切なことと

は何か」を中心的な問いとして構成するように

した。本時は，子供の文脈を生かした本単元の

中核的な授業と位置づけ，以下のような学習内

容を展開した。 

活動と内容 

１ ホームページに載せる情報前にどのようなこと

を考える必要があるかという本時の問いについて

話し合う。 

 ○ これまで調べてきたことを基に，ホームページ

の情報が十分なものになっているのか追究する

ことに対して関心をもつこと 

本時の問い 

 支援してもらえるようにするためには，どのよ

うなことが大切なのだろうか。 

２ ホームページの情報について，内容が十分か話し

合う。 

 (1) リターンの内容について，話し合う。 

 ○ 支援しようと考えている人たちは，自分達の考

えに共感してくれたり，お金の使い道に対して信

頼したりしてくれていることに気付くこと 

 

 (2) それぞれのグループ（①プロフィール，②メイ

ン画像，③支援金の使い道，④リターン，⑤プロ

ジェクト紹介）に分かれて，それぞれが載せよう

としている情報について話し合う。 

 ○ 支援をしようかと考えている人にどうすれば

伝わるか，見いだした視点から，内容や伝え方を

クラウド
ファンディング

【支援者】
○共感（とてもよいな）
○応援（やり遂げて欲しい）
○信頼（正しいお金の使い方を

してくれるはずだ）
○期待（どのようになるのか

楽しみだな）

計画をしているわたしたちの思いの実現

【計画をしているわたしたち】
①プロジェクト紹介（伝わるように）
②レポート（経緯について）
③支援金の使い道（明確に）
④支援コース（リターンの多様化）
⑤プロフィール（分かりやすく）

支援

責任

　展開段階では，この資料３で共有した道筋を基
に，学習を進めていった。まず，GT としてクラ
ウドファンディングのサイトを運営している方を
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科）との教科を横断した追究が起こることも期

待することができる。つまり，社会科の「投資

の仕組み」と第４学年数学科内容Ａ数・量「場

合の違いによる計算の素地」という学習内容が

有機的に結びつくことを学習デザインに組み込

むようにする。 

エ 本単元の目標 

○ クラウドファンディングで支援を得るため

に，多角的（自分たち，支援者，世の中の人）

に事業を考えることができる。（創造性） 

◎ 信頼や共感が基盤にあって資金を得ること

ができ，様々な物事が生み出されていること

に気付き，その中で生活する一人として自覚

することができる。（協働性） 

○ 経済の循環の中で生活していることを実感

し，これからの自分自身の消費生活について

見つめることができる。（省察性） 

オ 本単元の展開の概要 

 
導入段階においては，まず，資料１のように

以下の資料を提示した。すると子供たちは，「何

かできることはないか。」「Ｔ市のよいところ

を伝えることはできないか。」「パンフレット

や紹介マップをつくって配ることができない

か。」と相談を始めた。 

資料１ 導入時に提示した資料 

その後，３年生時に，社会科の学習「つくろ

う！子供Ｔ市検定」でＴ市のよさを見つけ，そ

れを検定問題として作成してきた子供たちから，

「これまで調べてきた内容を使って本校に来校

された方にＴ市のよさが伝わるマップを作製し

たい」という発言があった。この発言を基に，

どのようなマップにするとよいか話し合い，資

料２に示すような学習のゴール像を共有した。 

 
資料２ ゴール像の共有 

ただ，Ｔ市のよさが伝わるマップを作製する

際の「印刷」の問題が持ち上がった。初めはモ

ノクロ印刷するという意見もあったが、議論が

進む中で「厚みのある紙にカラー印刷されたし

っかりとしたいものをつくりたい。」という意

見が増えた。そこで，課題となったのが、その

カラー印刷を可能にするお金，資金をどうする

かであった。 

この機会を捉え，教師が，オンラインでのチ

ラシ印刷を依頼した場合の見積もりを取り，そ

の金額を提示するとともに，さりげなくクラウ

ドファンディングのことを紹介した。この教師

の発言に対して，子供たちは「クラウドファン

ディングをして，資金を集めたい」という反応

があり，マップのカラー印刷、マップの配布ま

での実現に至る道筋を設定した。（資料３） 

１ 自分たちが実現したいことについて，チーム
に分かれて話し合う。 ③

〇 自分の関心のあることについて調べ，それ
を実現するための方法について考え，実現の
ためにどれぐらいの資金が必要か捉えること

２ 自分たちのプロジェクト実現のためにどのよ
うなことが必要か調べ，計画をつくる。

(1) プロジェクトを実現するために，何が必要か
調べ，計画をたてる。 ②
〇 実現のための見通しをもち，クラウドファン
ディングに関心をもつこと

１ 必要なものを準備するために，どれぐらい
の資金が必要か計算する。 ①

○ 必要な資金に消費税や手数料なども考え，
割合の考えを使うこと

２ リターンの条件をいくつか考え，その場合の
目標金額の設定を計算し，話し合う。 ②

○ リターンの金額といくつ集めるとよいのか，
条件を変えて，プロジェクトを実現するために
十分な目標金額の設定について考えること

数学の課題 目標金額やリターンの金額を

いくらに設定すればよいだろう。

中心の課題 自分達のプロジェクト成功させるための資金を集めよう。

(2) クラウドファンディンのホームページに載せ
る情報について話し合い，支援を募集する。③

本時3/3
○ 支援する人は，プロジェクトへ共感し，お金
の使い道に信頼することでお金を提供し，そ
の支援を受ける人には，責任が伴うことを捉
えること

３ 集まった資金を基に，自分たちのプロジェク
トを実現させる ④

○ 支援を受けた以上，それを実現させる責任
が生じていることについて実感すること

社会科（12時間） 数学科（３時間）



204 井　手　　　司　・　坂　井　清　隆

招聘し，インタビューするようにした。その中で
子供たちが疑問をもったのが，集まったお金か
ら手数料 16% を支払う必要があるということで
あった。資料 4 は，そのことを知ったときの A
児と B 児の学びの足跡が以下である。ここでの
学びは「手数料」（プロジェクト実現のための費
用・必要経費の存在）と「16％」（一体いくらな
のか）に気づいたことである。

資料 4　A 児と B 児の学びの足跡の記述
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資料３ ゴールまでの道筋を共有した板書 

展開段階では，この資料３で共有した道筋を

基に，学習を進めていった。まず，GTとしてク

ラウドファンディングのサイトを運営している

方を招聘し，インタビューするようにした。そ

の中で子供たちが疑問をもったのが，集まった

お金から手数料 16%を支払う必要があるという

ことであった。資料４は，そのことを知ったと

きの A児と B児の学びの足跡が以下である。こ

こでの学びは「手数料」（プロジェクト実現の

ための費用・必要経費の存在）と「16％」（一

体いくらなのか）に気づいたことである。 

 
資料４ A児と B児の学びの足跡の記述 

 クラウドファンディングで支援を依頼する設

定金額を決めるために百分率を使う必要が出て

きた子供たちは，数学科の学習で、この問題を

解決することにした。この学習を通して，子供

たちは計算の仕方や割合の素地となる「全体を

100とみる」という考え方を獲得している。（資

料５）。この数学科での学習で得た知識を基に，

支援される金額がいくらであればよいのか決定

した。 

資料５ 数学科のノートの記述 

その後，学級全体で何度も計算して，支援し

てもらう目標金額を設定した。この金額が設定

できたことで，クラウドファンディングのサイ

トにあげる情報も徐々に整理できるようになっ

た。しかし，子供たちは，ここで一端立ち止ま

って，サイトにアップする前に，以前招聘した

GT の方に再度相談したいと言い出している。

（資料６） 

 
資料６ GTの招聘を求める記述 

そこで，子供たちの求めに応じて，再度，GT

を招聘し「支援してもらうために大切なことと

は何か」を中心的な問いとして構成するように

した。本時は，子供の文脈を生かした本単元の

中核的な授業と位置づけ，以下のような学習内

容を展開した。 

活動と内容 

１ ホームページに載せる情報前にどのようなこと

を考える必要があるかという本時の問いについて

話し合う。 

 ○ これまで調べてきたことを基に，ホームページ

の情報が十分なものになっているのか追究する

ことに対して関心をもつこと 

本時の問い 

 支援してもらえるようにするためには，どのよ

うなことが大切なのだろうか。 

２ ホームページの情報について，内容が十分か話し

合う。 

 (1) リターンの内容について，話し合う。 

 ○ 支援しようと考えている人たちは，自分達の考

えに共感してくれたり，お金の使い道に対して信

頼したりしてくれていることに気付くこと 

 

 (2) それぞれのグループ（①プロフィール，②メイ

ン画像，③支援金の使い道，④リターン，⑤プロ

ジェクト紹介）に分かれて，それぞれが載せよう

としている情報について話し合う。 

 ○ 支援をしようかと考えている人にどうすれば

伝わるか，見いだした視点から，内容や伝え方を

クラウド
ファンディング

【支援者】
○共感（とてもよいな）
○応援（やり遂げて欲しい）
○信頼（正しいお金の使い方を

してくれるはずだ）
○期待（どのようになるのか

楽しみだな）

計画をしているわたしたちの思いの実現

【計画をしているわたしたち】
①プロジェクト紹介（伝わるように）
②レポート（経緯について）
③支援金の使い道（明確に）
④支援コース（リターンの多様化）
⑤プロフィール（分かりやすく）

支援

責任

　クラウドファンディングで支援を依頼する設定
金額を決めるために百分率を使う必要が出てきた
子供たちは，数学科の学習で，この問題を解決す
ることにした。この学習を通して，子供たちは計
算の仕方や割合の素地となる「全体を 100 とみ
る」という考え方を獲得している（資料 5）。こ
の数学科での学習で得た知識を基に，支援される
金額がいくらであればよいのか決定した。

資料 5　数学科のノートの記述
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資料３ ゴールまでの道筋を共有した板書 

展開段階では，この資料３で共有した道筋を

基に，学習を進めていった。まず，GT としてク

ラウドファンディングのサイトを運営している

方を招聘し，インタビューするようにした。そ

の中で子供たちが疑問をもったのが，集まった

お金から手数料 16%を支払う必要があるという

ことであった。資料４は，そのことを知ったと

きの A児と B児の学びの足跡が以下である。こ

こでの学びは「手数料」（プロジェクト実現の

ための費用・必要経費の存在）と「16％」（一

体いくらなのか）に気づいたことである。 

 
資料４ A児と B児の学びの足跡の記述 

 クラウドファンディングで支援を依頼する設

定金額を決めるために百分率を使う必要が出て

きた子供たちは，数学科の学習で、この問題を

解決することにした。この学習を通して，子供

たちは計算の仕方や割合の素地となる「全体を

100 とみる」という考え方を獲得している。（資

料５）。この数学科での学習で得た知識を基に，

支援される金額がいくらであればよいのか決定

した。 

資料５ 数学科のノートの記述 

その後，学級全体で何度も計算して，支援し

てもらう目標金額を設定した。この金額が設定

できたことで，クラウドファンディングのサイ

トにあげる情報も徐々に整理できるようになっ

た。しかし，子供たちは，ここで一端立ち止ま

って，サイトにアップする前に，以前招聘した

GT の方に再度相談したいと言い出している。

（資料６） 

 
資料６ GTの招聘を求める記述 

そこで，子供たちの求めに応じて，再度，GT

を招聘し「支援してもらうために大切なことと

は何か」を中心的な問いとして構成するように

した。本時は，子供の文脈を生かした本単元の

中核的な授業と位置づけ，以下のような学習内

容を展開した。 

活動と内容 

１ ホームページに載せる情報前にどのようなこと

を考える必要があるかという本時の問いについて

話し合う。 

 ○ これまで調べてきたことを基に，ホームページ

の情報が十分なものになっているのか追究する

ことに対して関心をもつこと 

本時の問い 

 支援してもらえるようにするためには，どのよ

うなことが大切なのだろうか。 

２ ホームページの情報について，内容が十分か話し

合う。 

 (1) リターンの内容について，話し合う。 

 ○ 支援しようと考えている人たちは，自分達の考

えに共感してくれたり，お金の使い道に対して信

頼したりしてくれていることに気付くこと 

 

 (2) それぞれのグループ（①プロフィール，②メイ

ン画像，③支援金の使い道，④リターン，⑤プロ

ジェクト紹介）に分かれて，それぞれが載せよう

としている情報について話し合う。 

 ○ 支援をしようかと考えている人にどうすれば

伝わるか，見いだした視点から，内容や伝え方を

クラウド
ファンディング

【支援者】
○共感（とてもよいな）
○応援（やり遂げて欲しい）
○信頼（正しいお金の使い方を

してくれるはずだ）
○期待（どのようになるのか

楽しみだな）

計画をしているわたしたちの思いの実現

【計画をしているわたしたち】
①プロジェクト紹介（伝わるように）
②レポート（経緯について）
③支援金の使い道（明確に）
④支援コース（リターンの多様化）
⑤プロフィール（分かりやすく）

支援

責任

　その後，学級全体で何度も計算して，支援して
もらう目標金額を設定した。この金額が設定でき
たことで，クラウドファンディングのサイトにあ
げる情報も徐々に整理できるようになった。しか
し，子供たちは，ここで一端立ち止まって，サイ
トにアップする前に，以前招聘した GT の方に再
度相談したいと言い出している（資料 6）。

資料 6　GT の招聘を求める記述
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　支援してもらえるようにするためには，どのよ
うなことが大切なのだろうか。
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○�　支援しようと考えている人たちは，自分達の

考えに共感してくれたり，お金の使い道に対し
て信頼したりしてくれていることに気付くこと
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 (2) それぞれのグループ（①プロフィール，②メイ

ン画像，③支援金の使い道，④リターン，⑤プロ

ジェクト紹介）に分かれて，それぞれが載せよう

としている情報について話し合う。 

 ○ 支援をしようかと考えている人にどうすれば

伝わるか，見いだした視点から，内容や伝え方を

クラウド
ファンディング

【支援者】
○共感（とてもよいな）
○応援（やり遂げて欲しい）
○信頼（正しいお金の使い方を

してくれるはずだ）
○期待（どのようになるのか

楽しみだな）

計画をしているわたしたちの思いの実現

【計画をしているわたしたち】
①プロジェクト紹介（伝わるように）
②レポート（経緯について）
③支援金の使い道（明確に）
④支援コース（リターンの多様化）
⑤プロフィール（分かりやすく）

支援

責任

（2�）それぞれのグループ（①プロフィール，②メ
イン画像，③支援金の使い道，④リターン，⑤
プロジェクト紹介）に分かれて，それぞれが載
せようとしている情報について話し合う。

○�　支援をしようかと考えている人にどうすれば
伝わるか，見いだした視点から，内容や伝え方
を考えること

3 �　今日の学習による変化を自己評価し，これから
の学習について，「学びの足跡」に記述する。
○�　今日学んだこと，これからゴールに近づくた

めに必要なことを考え，自身の学びを評価した
上で，次の見通しをもつこと

カ　本時展開の実際
　本時の導入において，子供たちは，支援をして
もらえるためには，リターンの充実が重要である
と発言している。そこで，教師が作成したリター
ンの「モデル」を提示（T1）した。それに対し
て，「そんなにいらない」（C1 C2） 「一緒にお菓子
を送るのも予算を超えるよ」（C3）「 5000 円集め
て 980 円のお菓子を送るのはおかしい」（C4） 「ぼ
くたちの手紙にそんな価値はあるのかな」（C5）
など，リターンに懐疑的な発言が出ている。これ
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らの発言を受けて，T2 では，逆に支援する人の
立場になって考えてみることを促している。する
と，「応援してくれている」（C8）「 このプロジェ
クトがよいと思ってくれている」（C9）「力にな
りたいとか，実現して欲しい」（C10）「 地域の人
だったらこのようなことをすると聞いたら嬉しく
て応援したくなる」（C11）などの発言のように，
子供たちが支援しようとする人たちの考えや思い
を創造し，お金を出す側の立場に関心をもように
なっている。その後，教師から資料（クラウド
ファンディングで実際に支援をした人たちのコメ
ントを集めたもの）を提示（T4）し，GT の武氏
から，支援者の思いや願いを説明してもらった。
子供たちはその資料と話から，支援している人た
ちがリターンを求めて支援しているわけではない
ことを発言している（下線部）。最後に，支援す
る人とわたしたちの関係について考えさせる発問
を行った。

Ｔ 1 ：�　先生が考えたリターンはどうですか？
Ｃ 1 ：�　できあがったマップが 5 枚や 10 枚もらえ

るとあるけれど，そんなにいらないと思う。
Ｃ 2 ：�　確かに支援してくれる人がＴ市に住んでい

るとは限らないし，そんなにいらない。
Ｃ 3 ：�　一緒にお菓子を送るのも予算を超えるよ。

場所の案内も 8000 円のうち 3000 円も使って
しまうとマップが作れなくなると思う。

Ｃ 4 ：�　5000 円集めて 980 円のお菓子を送るのは
おかしい。2500 円との違いがお菓子とお礼
の手紙ということは，手紙の価値は 1500 円
ぐらいになるということになる。

Ｃ 5 ：�　ぼくたちの手紙にそんな価値はあるのか
な。手紙の紙も 100 均で買うようにしている
し，不公平になっている気がする。

Ｃ 6 ：�　そもそもマップにこんなにお金を払う価値
があるのかな。1000 円の支援をして 5 枚と
いうことは 1 枚 200 円の価値があるマップに
なる。

Ｃ 7 ：�　本当に支援してくれるのかな。なんか不安
になってきた。

Ｔ 1 ：�　では，支援をしようとする人たちは何を考
えて支援をしているのだろうか？

Ｃ 8 ：�　応援してくれているのではないかな。
Ｃ 9 ：�　このプロジェクトがよいと思ってくれてい

ると思う。だから，お金を出す気になる。
Ｃ10：�　力になりたいとか，実現して欲しいなとか

そのようなことを考えているのではないか
な。

Ｃ11：�　成功して欲しいし，地域の人だったらこの
ようなことをすると聞いたら嬉しくて応援し
たくなるのではないかな。

Ｔ 3 ：�　武さんの話や支援している人のコメントか
ら，どのようなことが分かったかな？

Ｃ12：�　応援したいし，頑張って欲しいと思って支
援しているのだと思う。

Ｃ13：�　リターンがお金と合っているとか，そんな
ことは考えてなくて応援したい気持ちだと思
う。

Ｃ14：�　お金と一緒に頑張って欲しいという気持ち
があるのだと思う。

Ｔ 4 ：�　では，支援をしてもらうぼくたちやわたし
たちから，支援してくれた人へはどのような
矢印ができるのだろうか。

Ｃ15：�　支援をしてくれて，ありがとうという感謝
の気持ちだと思う。

Ｃ16：�　支援してもらえて実現できるから，頑張ら
ないといけないと思う。

Ｃ17：�　頑張ってね。という気持ちに応えないとい
けない。

Ｃ18：�　支援してもらったら，絶対にマップを完成
させないといけないと思う。

Ｃ19：�　支援の目標金額になったら，ちゃんと完成
させることが感謝につながると思う。

（下線筆者）

資料 7　本時場面の授業記録（一部抜粋）

　本時は，プロジェクトを遂行している自分たち
とそれを支援してくれる人の間に「何があるの
か」を追究する時間となった。お金を媒介としな
がら，プロジェクトを支援する「共感」のベクト
ルとプロジェクト遂行の「責任」のベクトルが互
いに鮮明になっていった。
　本時では，子供の発言を整理しながら，資料 8
のように板書でまとめた。

資料 8　本時の板書
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８のように板書でまとめた。 

 

資料８ 本時の板書 

 

キ クラウドファンディング 

単元終了後，実際にクラウドファンディング

を実施した。その結果，目標金額６万円を超え

る９万円が集まり，子供の目標であったマップ

を完成させることができた。計画では，研究発

表会の参会者に配付すること予定していたが，

残念ながら，コロナ感染症拡大の影響で研究発

表会そのものが中止になり，配布はできなかっ

たが，研究発表会に関する資料とマップを同封

して郵送することになった。また，支援してい

ただいたリターンとして、支援者の方に感謝の

手紙を送ったり，設定金額より多く集まったお

金で，学校近隣の革製品を扱う店に「革製のし

おり」を依頼し，それをリターンに加えたりし

た（資料９）。 

 
資料９ 完成したマップとしおり 

(2) 考察 

 本単元において，投資の仕組みとして「自分

のしたいことへの共感や信頼によって資金を得

て，支援を得た者はその実現にするという責任

が生じる」という概念を形成することであった。

これについては，捉えることができたと考える。

それは，資料７下線部などから分かるように，

支援してくれた人の気持ちに応えるものとして，

マップの完成について「頑張らないといけない

(C16)」「絶対に(C18)」「ちゃんと(C19)」など

の言葉から「責任」意識を推察することができ

る。 

また，学びの足跡の「今日学んだこと」へ記

述でも同様のことを書いている子供が 35 名中

28 名いた。これは，「支援してもらうためには

どうすればよいのか」ということが子供たちに

とって「文脈」となり，その「文脈」に沿って

追究することで，責任の意識が芽生えてきてい

ると考えられる。 

さらに「自分たちのプロジェクトを成功させ

るための資金を集めよう」というパフォーマン

ス課題に取り組むプロジェクト型学習として本

単元を構成したことによって，子供自身が「何

のために，何を解決していく必要があるのか」

を自覚することができたと考える。このことは，

資料３で示したように，単元のゴール像を共有

し，それに対して学びの足跡によって自身の学

びを評価することによって，教師が示すのでは

なく，子供自身が学習をコントロールし学習を

デザインすることに繋がっていると考えられる。

具体的には，資料４の「学びの足跡」において

数学の学習を求める子供の記述や，資料６の「学

びの足跡」において GT の招聘を求める子供の記

述から，その一端がうかがえよう。また，この

プロジェクト遂行のために教科等を横断する学

習の必然性が生まれ、社会科を軸としながらも

数学科で学習した内容が生かされるような展開

ができた。子供にとって，クラウドファンディ

ングするための具体的な金額設定は、単に計算

方法の習得に留まらず，設定金額の根拠となる

もの（印刷代，郵送代，手数料など）の存在や

細かな手続きの重要性に気づくことにつながっ

たと考えられる。 

このように，子供の文脈に寄り添えば寄り添

うほど，換言すれば，子供にとって，解決した

い課題の真正性が高ければ高いほど，自分たち

が取り組む学習をコントロールしたいと考え，

また社会科という教科を超えた教科等横断的な

学びを求めていくのだと言える。加えて，学習

としての評価を行う場面を「学びの足跡」とし

て設定することによって，自身が設定した学習

のゴール像との距離を捉え，それを埋めるため

にどのような学びが必要であるのかをメタ的に

捉えることができるようになりつつあると考え

る。 

 一方で，投資の仕組みが社会の中でどのよう

に生かされ，いかに多くの物が生み出されてい

るか，ということについて十分に認識するまで

には至らなかった。これについては，本単元だ

けでなく，年間を通した、また学年間を意識し

キ　クラウドファンディング
　単元終了後，実際にクラウドファンディングを
実施した。その結果，目標金額 6 万円を超える 9
万円が集まり，子供の目標であったマップを完成
させることができた。計画では，研究発表会の参
会者に配付すること予定していたが，残念なが
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ら，コロナ感染症拡大の影響で研究発表会そのも
のが中止になり，配布はできなかったが，研究発
表会に関する資料とマップを同封して郵送するこ
とになった。また，支援していただいたリターン
として，支援者の方に感謝の手紙を送ったり，設
定金額より多く集まったお金で，学校近隣の革製
品を扱う店に「革製のしおり」を依頼し，それを
リターンに加えたりした（資料 9）。

資料 9　完成したマップとしおり

10 
 

８のように板書でまとめた。 

 

資料８ 本時の板書 
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を完成させることができた。計画では，研究発

表会の参会者に配付すること予定していたが，

残念ながら，コロナ感染症拡大の影響で研究発

表会そのものが中止になり，配布はできなかっ

たが，研究発表会に関する資料とマップを同封

して郵送することになった。また，支援してい

ただいたリターンとして、支援者の方に感謝の

手紙を送ったり，設定金額より多く集まったお

金で，学校近隣の革製品を扱う店に「革製のし

おり」を依頼し，それをリターンに加えたりし

た（資料９）。 

 
資料９ 完成したマップとしおり 

(2) 考察 

 本単元において，投資の仕組みとして「自分

のしたいことへの共感や信頼によって資金を得

て，支援を得た者はその実現にするという責任

が生じる」という概念を形成することであった。

これについては，捉えることができたと考える。

それは，資料７下線部などから分かるように，

支援してくれた人の気持ちに応えるものとして，

マップの完成について「頑張らないといけない

(C16)」「絶対に(C18)」「ちゃんと(C19)」など

の言葉から「責任」意識を推察することができ

る。 

また，学びの足跡の「今日学んだこと」へ記

述でも同様のことを書いている子供が 35 名中

28名いた。これは，「支援してもらうためには

どうすればよいのか」ということが子供たちに

とって「文脈」となり，その「文脈」に沿って

追究することで，責任の意識が芽生えてきてい

ると考えられる。 

さらに「自分たちのプロジェクトを成功させ

るための資金を集めよう」というパフォーマン

ス課題に取り組むプロジェクト型学習として本

単元を構成したことによって，子供自身が「何

のために，何を解決していく必要があるのか」

を自覚することができたと考える。このことは，

資料３で示したように，単元のゴール像を共有

し，それに対して学びの足跡によって自身の学

びを評価することによって，教師が示すのでは

なく，子供自身が学習をコントロールし学習を

デザインすることに繋がっていると考えられる。

具体的には，資料４の「学びの足跡」において

数学の学習を求める子供の記述や，資料６の「学

びの足跡」において GTの招聘を求める子供の記

述から，その一端がうかがえよう。また，この

プロジェクト遂行のために教科等を横断する学

習の必然性が生まれ、社会科を軸としながらも

数学科で学習した内容が生かされるような展開

ができた。子供にとって，クラウドファンディ

ングするための具体的な金額設定は、単に計算

方法の習得に留まらず，設定金額の根拠となる

もの（印刷代，郵送代，手数料など）の存在や

細かな手続きの重要性に気づくことにつながっ

たと考えられる。 

このように，子供の文脈に寄り添えば寄り添

うほど，換言すれば，子供にとって，解決した

い課題の真正性が高ければ高いほど，自分たち

が取り組む学習をコントロールしたいと考え，

また社会科という教科を超えた教科等横断的な

学びを求めていくのだと言える。加えて，学習

としての評価を行う場面を「学びの足跡」とし

て設定することによって，自身が設定した学習

のゴール像との距離を捉え，それを埋めるため

にどのような学びが必要であるのかをメタ的に

捉えることができるようになりつつあると考え

る。 

 一方で，投資の仕組みが社会の中でどのよう

に生かされ，いかに多くの物が生み出されてい

るか，ということについて十分に認識するまで

には至らなかった。これについては，本単元だ

けでなく，年間を通した、また学年間を意識し

（2）　考察
　本単元において，投資の仕組みとして「自分の
したいことへの共感や信頼によって資金を得て，
支援を得た者はその実現にするという責任が生じ
る」という概念を形成することであった。これに
ついては，捉えることができたと考える。それ
は，資料 7 下線部などから分かるように，支援し
てくれた人の気持ちに応えるものとして，マップ
の完成について「頑張らないといけない（C16）」

「絶対に（C18）」「ちゃんと（C19）」などの言葉
から「責任」意識を推察することができる。
　また，学びの足跡の「今日学んだこと」へ記述
でも同様のことを書いている子供が 35 名中 28 名
いた。これは，「支援してもらうためにはどうす
ればよいのか」ということが子供たちにとって

「文脈」となり，その「文脈」に沿って追究する
ことで，責任の意識が芽生えてきていると考えら
れる。
　さらに「自分たちのプロジェクトを成功させる
ための資金を集めよう」というパフォーマンス課
題に取り組むプロジェクト型学習として本単元を
構成したことによって，子供自身が「何のため
に，何を解決していく必要があるのか」を自覚す
ることができたと考える。このことは，資料 3 で
示したように，単元のゴール像を共有し，それに
対して学びの足跡によって自身の学びを評価する
ことによって，教師が示すのではなく，子供自身
が学習をコントロールし学習をデザインすること
に繋がっていると考えられる。具体的には，資料
4 の「学びの足跡」において数学の学習を求める
子供の記述や，資料 6 の「学びの足跡」において

GT の招聘を求める子供の記述から，その一端が
うかがえよう。また，このプロジェクト遂行のた
めに教科等を横断する学習の必然性が生まれ，社
会科を軸としながらも数学科で学習した内容が生
かされるような展開ができた。子供にとって，ク
ラウドファンディングするための具体的な金額設
定は，単に計算方法の習得に留まらず，設定金額
の根拠となるもの（印刷代，郵送代，手数料な
ど）の存在や細かな手続きの重要性に気づくこと
につながったと考えられる。
　このように，子供の文脈に寄り添えば寄り添う
ほど，換言すれば，子供にとって，解決したい課
題の真正性が高ければ高いほど，自分たちが取り
組む学習をコントロールしたいと考え，また社会
科という教科を超えた教科等横断的な学びを求め
ていくのだと言える。加えて，学習としての評価
を行う場面を「学びの足跡」として設定すること
によって，自身が設定した学習のゴール像との距
離を捉え，それを埋めるためにどのような学びが
必要であるのかをメタ的に捉えることができるよ
うになりつつあると考える。
　一方で，投資の仕組みが社会の中でどのように
生かされ，いかに多くの物が生み出されている
か，ということについて十分に認識するまでには
至らなかった。これについては，本単元だけでな
く，年間を通した，また学年間を意識したカリ
キュラム・マネジメントにおいて克服していく必
要があると考える。

7．研究のまとめ

　研究の目的は，「子供の文脈」を重視した真正
の学びの内実について，実践分析を通してその具
体を明らかにすることであった。
　実践分析を行った結果，「（学校の周りの）よさ
をなんとか伝えたい」「伝えるためのパンフレッ
トを作成し，より多くの人に見てもらいたい」と
いう子供の文脈を生かしたことが，「自分たちの
プロジェクトを成功させるための資金を集めよ
う」というパフォーマンス課題に取り組むプロ
ジェクト型学習への展開に繋がっていることが分
かった。また，このパフォーマンス課題に取り組
む中で，社会科という教科を超えて子供自身が教
科等横断的に課題解決を図ろうとしている姿が見
られた。
　これまで述べてきたように，子供が学習をデザ
インし，学習をコントロールする姿は，「真正な
学び」の姿の一端であると言えるのではなかろう
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か。このような「真正な学び」が成立する条件と
しては，学習のゴール像を教師と子供が相互に共
有すること，学習としての評価を促す「学びの足
跡」を示すこと，実社会とのつながり，いわば社
会の文脈と子供の文脈を結節させていくこと，子
供自身が学習の進み具合を確認し，自ら学習の方
向性を決めていくこと，などが明示できた。
　また，本研究においては，子供の真正な学びを
促進させるためには，教師が子供に発揮させたい
資質・能力と捉えさせたい内容を，子供の文脈の
中に，効果的有機的に埋め込むことが重要である
ことが明らかになった。
　今後の課題としては，1 単元にとどまらずカリ
キュラム全体として，どのように概念形成や資
質・能力の発揮を促すのか，それと子供の文脈と
の関係を明らかにしていく必要がある。
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